
「先生のための」

教員ナビ
(心理職のための詳しい解説)
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教員ナビとは

学校の先生方が，応用行動分析の専門的な知見を活用して，

「発達障害等何らかの支援を要する子どもと周りの子ども」

がともに過ごしやすい関係を築くための支援※

を考える際のサポートをするアプリケーション

(※「支援を要する子ども本人」への支援と，支援を要する子どもに対する

「周りの子どもの行動 (関わり)」に対する支援を検討することができます)
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▹Web上でユーザーID・パスワードにてログイン可能

▹教員ナビに入力された情報は任意のグループ内で共有可能

(グループ外の他のユーザーからはアクセスできません)



教員ナビの特徴

有効な支援方法や情報を蓄積できる

応用行動分析を活用して
一人ひとりに合った支援を考えることができる

グループ機能を活用して，情報を共有したり，
専門家のアドバイスを受けることができる

研究の結果等に基づいた知見を活用して
効率的に有効な支援を考えることができる
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教員ナビの４つの機能

① 支援を見つける

応用行動分析を活用して
支援を見つけます

② 共有された支援を見る

グループ内で共有された支援を
見ることができます

③ 情報共有

児童・生徒の情報について，チャット形式で
自由に入力・共有することができます

④ お役立ち支援集

有効な支援方法を見ることができます
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※「子どもの登録」で，子どもの登録や
表示名の設定ができます。
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本人 (対象児) の行動への支援

本人 (対象児) の行動への支援を検討できます

対象児に対する
「クラスメイト」の行動への支援

対象児に対する「クラスメイトの行動」
への支援を検討できます

本人 (対象児) 情報の入力

対象児に関する情報を入力できます

支援を見つけるヒント

支援を見つけるヒントを見ることができます

機能① 「支援を見つける」

「支援を見つける」の使い方①

支援を見つける

本人 (対象児) 情報

支援を見つけるヒント



機能① 「支援を見つける」 6

新しく見つける 対象の子どもの行動の情報を入力し，支援を見つけます

編集
一時保存した情報の
追加・修正ができます

閲覧 入力情報を閲覧できます

記録
支援の記録を
入力・閲覧できます

削除 入力情報の削除ができます

支援シートの出力

支援シートが出力されます

「支援を見つける」の使い方②
(「本人の行動への支援」「「クラスメイト」の行動への支援」)



機能① 「支援を見つける」

「新しく見つける」の使い方
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②「できている行動」の情報入力※

できている行動が生じた
場面・きっかけ・行動・結果を入力

①「気になる行動」の情報入力※

気になる行動が生じた
場面・きっかけ・行動・結果を入力

③機能分析

入力された情報をもとに
行動の機能分析を行います

※選択肢を活用しながら，行動の情報を入力することができます



機能① 「支援を見つける」

「記録」の使い方
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②支援のふり返りとして，支援の結果や，
引き継ぎ事項等も記録できます

③入力情報は，教員ナビ内や支援シート
で閲覧や共有ができます

①「気になる行動」「できている行動」
の回数を記録することができます



機能① 「支援を見つける」

「支援シート (Excelファイル)」の使い方
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①教員ナビの入力情報が支援シートに自動で反映されて，出力できます



「支援を見つける」で見つけた支援を
任意のグループ内で共有し，
学校内外の連携に活用できます

(※共有するかどうかは自由に選択できます)

機能② 「共有された支援を見る」 10

閲覧

「支援を見つける」で入力された情報
を閲覧できます

記録

支援の記録を入力・閲覧できます

支援シートの出力

支援シートが出力されます



機能③ 「情報共有」
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「情報共有」の使い方

①チャット形式で子どもの情報を自由
に入力・閲覧をすることができます



「お役立ち支援集」の使い方
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①蓄積された支援情報や支援のヒント
を見ることができます

機能④ 「お役立ち支援集」

※実践・研究等を通して有効な支援方法や

情報を蓄積していくため，活用当初は十分

な情報を閲覧できない場合があります。

(右の図は画面イメージです)



教員ナビ内で表示される子どもの登録をすることができます

「子どもの登録」について 13

②子供の情報 (学年・クラス・名前) や，
教員ナビ内で表示される「表示名」を
登録することができます

①「子どもの登録」画面に入るための
二重パスワードを設定できます

教員ナビで入力された情報はグループ内 (任意) でのみ閲覧でき，グループ外の他のユーザー
からはアクセスできません。ログインID・パスワードのお取り扱いには十分ご注意下さい。

情報管理について



(参考資料)   「教員ナビを活用した支援モデル」
～支援の6つのステップと活用する機能～ 14

【ステップ1 打ち合わせ&事前研修】
支援チーム (学校教職員や専門家など) を発足し，学校情報の共有と，

教員ナビおよび応用行動分析に関する事前研修を行う

【ステップ2 支援の検討】
教員ナビの「支援を見つける」を活用し，支援を検討する

【ステップ3 支援情報の共有】
教員ナビの「共有された支援を見る」「情報共有」を活用し，
ステップ2で見出された支援の情報等を支援チーム内で共有する

【ステップ4 支援の計画】
ステップ3で共有された情報を基に，支援チームで
支援会議 (事例検討) を行い，実施する支援を計画する

【ステップ5 支援の実施】
ステップ4で計画された支援を実施する

(「支援を見つける (支援シートの出力)」で支援シートを出力して活用する)

【ステップ6 支援の結果の記録・評価& 改善点の明示】
教員ナビの「支援を見つける (記録機能)」や支援シートを活用して，

支援の結果の記録・評価を行い，改善点を明示する

教
員
ナ
ビ
の
「
お
役
立
ち
支
援
集
」
の
活
用


